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は教育の領域で見られ たとえば南アジアは男性の数が女性の数よりも多いという点で特異な地域です。 『南アジアの人間開発二〇〇〇』によると、南アジア以外の世界全体では男性一〇〇人に対して女性の人口比率は一 六人ですが、南アジ では九四人にとどまっています。これは女性の幼少期・若年期における死亡率 高いためです。この地域では女性に発言力がなく、自分や娘に対して時宜 適った医療的処置を求めることができないこと、女性は子どもの頃から十分な栄養を与えられないこと、五歳以下の子ども（乳幼児）の死亡率については、疾病や栄養不良 ため、女性の方が高いことなど 事情が影響しています。そのため、生物学的に見れば女性は平均して男性より五年程度長生きするそう すが、
南アジアでは女性が男性より三年しか長く生きることができません。
　女性の経済への貢献が過小評価されると
いう形でもジェンダー不平等は生じています。一般に労働力調査や事業所調査は正規の経済活動しか捉えない傾向が強いので、非正規労働に従事しやす 女性の経済活動が過小評価されることが多くなります。また、食料生産をはじめと て、世帯員 生活に必要な物・サービスは男性よりも女性によって生産される傾向がありますが、これらの仕事は国民経済計算（ＳＮＡ）に代表される経済統計では過小評価される傾向があります。さらに、女性はＳＮＡに含まれない無報酬の家庭内労働や地域社会での仕事において重要な部分を担っていると思われますが、これら 動も政府の統計では過小に報告される傾向があります。女性と男性の経済に対する貢献を正確に把握するためには統計データの収集方法を改善るとともに、無報酬の労働の量的測定のため、経常的に生活時間の調査を行うことも必要になります。
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なジェンダー間格差が存在します。 る個人の女性の能力が男性と全く変わりなくても、企業が労働者の資質を正確に把握 ることが難しい場合には、 「女性 平均して勤続期間が短い」といった指標に基づいて、男性をより多く採用す 、あるいは男性に対し積極的な技術訓練を行う いう「統計的な」差別が行われることがあります。
　このように雇用主による差別に加え、家

















裕生「人間開発とジェンダー」 （朽木昭文 ・野上裕生・山形辰史編『テキストブック開発経済学（新版） 』有斐閣、二〇〇四年、第一八章）を参照して下さい。
